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要旨 
 釧路森林資源活用円卓会議は、2010 年度(平成 22 年度)の発足から 2014 年度(平成 26 年度)の５年間を「第１期」、

2015 年度(平成 27 年度)以降を「第 2 期」、2018 年度(平成 30 年度)以降を「第３期」、2021 年度(令和 3 年度)以降を

第 4 期として、森林・林業・木材産業に関わるみなさまと歩みつづけて発足より 15 年目を迎えました。 

私たちは、川上部門での高性能林業機械やＩＣＴ機器等による森林施業の低コスト化、川下部門での地域材を活用し

た建築の推進や商品開発等による森林資源の需要拡大といった取組を通じ、森林資源の循環利用を目指しております。 

また、広大な森林と都市機能を併せ持つ釧路市において、大人から子供まで広く取組への理解を醸成し、活動全体の底

上げを図るため、木育イベントをはじめとした森林・林業・木材産業に関する普及啓発活動を実施しております。 

2023 年度(令和 5 年度)についても、釧路地域の森林・林業・木材産業のさらなる発展を目指した活動を行ってまいりま

す。 
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釧路森林資源活用円卓会議について 

釧路市は、2005 年(平成 17 年)の 3 市町合併により、森林面積は約 10 万 ha（全道の市で 1 位）。人口 10

万人、森林面積 10 万 ha を超えるのは全国で 3 市のみと、まさに釧路市は「森林都市」（森林率 74％）と言えます。 

 この「釧路市有林をはじめとした釧路市内の森林資源の活用策を検討」するため、釧路の木を取り巻く様々な関係者が

参画する「釧路森林資源活用円卓会議」を 2010 年(H22 年).11 設置(川上部会 2010 年(H22 年).12、川下部

会 2011 年(H23).2)しました。 

これまで、地域材利用拡大にあたり、その課題解決のため「くしろ木づなプロジェクト」を実施しています。 
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2023 年度(令和 5 年度)事業報告 
 2023 年度(令和 5 年度)の活動状況は次のとおりです。 

■川上部門 

低コストな施業の推進 

担い手の確保 

・川上部会研修「レーザー搭載ドローンの利活用について」【資料１】 

 

・林業・木材産業担い手確保に向けた就職説明会等への出展協力 

                                    【資料２】 

 

■川下部門 

建築関連での木材利用 
・建築基準法改正に向けた研修会の開催【資料３】 

・公共施設の木質化【資料４】 
 

製品開発の推進 
・くしろ木づなプロジェクトにおける木製品開発の取組 

商品企画研究会の活動【資料５】 

 

■普及啓発活動 

消費者理解の醸成 
・公共建築物への木製品の導入 

・木育関連事業【資料６】 

域外利用の推進 PR ・道内外向けプロモーション活動（展示会への出展）【資料７】 

 

■市施策関連 

森林環境譲与税の 

使途状況 

・市内私有林整備・地域材の利用促進・市民への普及啓発に向けた 

森林環境譲与税に関する使途状況【資料８】 
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イベント等  木工教室 

・・・ 

円卓会議第 4 期における展開方向（2021（令和 3）～2023(令和 5)年度において新たに顕在化した課

題を踏まえ、2024 年度(令和 6 年度)より、「課題解決に向けたロードマップ」により取組を進めます。 

■第 4 期の展開方向（2021(令和 3)年度～2023(令和 5)年度と新たに顕在化した課題 

分野 第 4 期の展開方向 新たに顕在化した課題 

全般 ・森林環境譲与税の導入への対応 ・森林環境譲与税の効果的な活用 

川上 

・担い手の確保 

・森林資源の齢級構成の平準化 

・活着性に優れ風倒に強いコンテナ苗の導入 

・担い手の確保 

・森林資源の整備方針と市有林管理の⾧期的方針 

・スマート林業への対応 

・コンテナ苗・クリーンラーチの導入と普及 

川下 

・建築関連での木材活用底入れ 
・内外装への限定利用から構造材への積極利用の推進 
・住宅や店舗・事務所建築での木材利用の推進 

・製造者やユーザーからの発案による製品開発の推進 

・建築物等への木材利用の促進（住宅・非住宅） 

・カラマツ・トドマツを活用した木製品の普及 

 

普及 

啓発 
・「なぜ地域材を使用するのか」という消費者理解の醸成 

・カラマツ・トドマツの認知度向上 

・森林及び木材利用についての消費者理解醸成促進 

・域外利用に向けた取組（森林認証取得検討など） 

■課題解決に向けたロードマップ（2024 年度(令和 6 年度)～） 
分野 課題 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8)～ 

全体 森林環境譲与税の 
効果的な活用 

   

川上 担い手の確保  
 

 

 
森林資源の整備方針と
市有林管理の⾧期的方
針の検討 

 

  

 スマート林業への対応    

 優良苗木の導入と普及  
 

 

川下 建築物等への 
木材利用の促進   

 

 工業技術センターを核と
した製品開発 

   

普及 
啓発 

消費者理解の醸成 
（域内利用の取組）    

 域外利用の推進ＰＲ  
 

 

釧路地域林業・木材産業担い手確保推進協議会、「北の森づくり専門学院の
地域実習の取組」と連携［企業説明会への出展、実習受入サポートなど］ 

釧路市森林整備計画の実施

コンテナ苗・クリーンラーチ試験導入の実施 
導入箇所の状況把握、普及方法の検討 
研修会・現地検討会の開催 

道内外での展示会 展示会出展 

木材利用の実態把握 

建築向け地域材流通の拡大検討 

木づな製品の改良 
・テストマーケティング試験販売 

木造建築物の普及 PR・民間施設への木材利用の普及に向けた検討 

予算化 予算化 

使途の検討 

予算化 

研修会の開催・ＩＣＴ機器導入活用に向けた検討 

釧路市森林経営計画の実施 

平準化に向けた取組の継続・市有林の活用策の検討 

継続的な普及ＰＲ活動 

釧路産木材・木製品の付加価値向上に向けた検討 

磨き上げ・改良・
販路の検討 

販売機会の拡大に
向けた検討 

建築基準法改正への対応・講演会・建築見学会の開催 
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2024 年度(令和 6 年度)事業計画（案） 
 2024 年度(令和 6 年度)は次のような活動を実施予定です。 

■普及啓発活動 

消費者理解の醸成 

（域内利用の取組） 

・くしろ木づなフェスティバル 2024 の開催【資料 9】 

・地域の各種イベントにおける木工体験等のブース出展等  

 →2024 年度事業イベント等実施スケジュール【資料 10】 

域外利用の推進 PR 

・森林認証制度の情報収集・検討  

・道内外・海外向けプロモーション活動（展示会への出展等） 

・効果的な情報発信の検討  

 

■川上部門 

担い手の確保 
・担い手の確保を目的とした説明会への出展  

・北の森づくり専門学院卒業生の受入に係る情報収集・発信  

森林資源の齢級構成の平準化 ・市有林管理の⾧期的方針の検討 

研修会の実施 

優良苗木の導入 

・スマート林業への対応に向けたスキルアップ研修会の実施  

・コンテナ苗・クリーンラーチ植栽地の経過観察【資料 11】 

■川下部門 

建築関連での木材利用 

・公共施設への木製品導入（市役所 1F の木質化等） 

・非住宅木造建築（公共・民間）の推進  

・建築基準法改正に係る建築士育成への支援・研修  

・「釧路市地域材利用推進方針」の改正  

製品開発の推進 
・くしろ木づなプロジェクトにおける木製品の開発等  

木製品の開発製品の改良、流通、販売方法の検討 

 

■市施策関連 

森林環境譲与税の使途の
検討 

・森林環境譲与税を財源とした釧路市における林業・木材産業の 

課題解決に向けた取組の推進【資料 12】 

 



 
 

釧路森林資源活用円卓会議  プレスリリース 令和5年8月31日 
 

＜事務局＞釧路市産業振興部農林課 
085-8505 
釧路市黒金町 7 丁目 5 
https://www.city.kushiro.lg.jp/sangyou/         
nourin/1006307/1006318/index.html

 
 

くしろ「木づな」プロジェクト 

 

川上部会研修会「レーザー搭載ドローン測量の優位性について」を開催しました。 
 

【概要】

くしろ木づなプロジェクトでは、業界内のスキルアップを目的とした研

修会として「レーザー搭載ドローン測量の優位性について」を開催しま

した。 

 

【実施内容】 

くしろ木づなプロジェクトでは、低コストで効率的な施業の推進の一環として、 

業界内のスキルアップに向けた研修会を開催しています。 

今回は、国が推進するスマート林業への取組への対応に向けたきっかけとし 

て、「レーザー搭載ドローン」の利活用に関する研修会を行いました。 

 

 

 

 

 

大澤木材株式会社の野上一平主任に講師を依頼し、雨の中でしたが大澤 

木材株式会社のヤードにおいて、レーザー搭載ドローンのデモ飛行を実施しまし 

た。 

  また、座学ではレーザー搭載ドローンにより、立木本数など森林資源量の把 

握や細かな地形データの取得に活用していること等の活用事例について紹介し 

ていただきました。 

 

 

 

参加者は、レーザー搭載ドローンの具体的な活用方法に興味があり、講師 

へ多くの質問がありました。今後はこの研修会を機に、将来的にドローンの活用 

・導入の検討が進むことを期待しております。 

 

 

木づなプロジェクトでは、今後とも森林施業の効率化や低コスト化に向けた 

 取組を引き続きを行って参ります。 

 

 

＜釧路森林資源活用円卓会議＞ 

釧路市は、2005年(平成 17 年)の 3 市町合併により、森林面積は約 10 万 ha（全道の市で   
1 位）。まさに釧路市は「森林都市」。 
「釧路市有林をはじめとした釧路市内の森林資源の活用策を検討」するため、釧路の木を取り巻く様々 
な関係者が参画する「釧路森林資源活用円卓会議」を 2010年(平成 22 年) 11 月設置しました。 
これまで、地域材利用拡大にあたり、その課題解決のため「くしろ木づなプロジェクト」を実施しています。 

 

 

 

 

釧路市産業振興部農林課 

(担当)橋場 公彦 

TEL：0154-31-2552 

FAX：0154-31-2553 

 

■日時 令和５年 8月 31日（木）13:30～14:45 

 

■場所 釧路市阿寒町（大澤木材㈱ヤード、阿寒町商工会） 

資料１ 
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 資料２ 

【林業・木材産業担い手確保に向けた就職説明会等へのブース出展協力】 
 

「釧路地域林業・木材産業担い手確保推進協議会」「地域づくり広域プロジェクト（環境保全型森づくりプロジェクト

チーム）」と合同で林業・木材産業に関する仕事紹介を主としたブースを出展し、理解促進に努めた。 

 

１．道新就活・転職フェア 2023 合同企業説明会（夏開催） 

開 催 日 令和５年６月２８日（水） 

開催場所 釧路市観光国際交流センター（道新主催） 

参加状況 ブース来訪：高校生等１６名 

 

 

 

 

２．じもと×しごと発見フェア in くしろ 2024 

開 催 日 令和６年 1月２４日（水） 

開催場所 釧路市観光国際交流センター（振興局主催） 

参加状況 ブース来訪：高校生２８名 

 

 

 

 

３．令和 7年新規高等学校卒業予定者等企業説明会 

開 催 日 令和６年 3月 8日（金） 

開催場所 釧路市観光国際交流センター（釧路教育局主催) 

参加状況 ブース来訪：高校生１１名 
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【公共施設の木質化】 
 

１．釧路市役所本庁舎 1階を木質化 

 

施 設 名 称：釧路市役所本庁舎１階 エレベーターホール前 市政情報コーナー  

場 所：釧路市黒金町７丁目５ 

木質化物品：待合ベンチ、サイドテーブル、記載台、書架、ディスプレイラック 

丸テーブル、チェア、スツール、サインスタンド、モニター台 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．山花温泉リフレの「談話室を木質化」 

 

施 設 名 称：釧路市農村都市交流センター 山花リフレ 談話室 

場 所：釧路市山花１４線１３１ 

木質化物品：談話室 壁 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．山花温泉リフレの「バーベキューコーナー」 

 

施 設 名 称：釧路市農村都市交流センター 山花リフレ バーベキューコーナー 

場 所：釧路市山花１４線１３１ 

木質化物品：バーベキューコーナー テーブル、イス 

 

 

 

資料４ 
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令和５年度「商品企画研究会」の活動について 

1 目的 

 「くしろ木づなプロジェクト」の取組の一環として、釧路森林資源活用円卓会議を構成する木工・設計

事務所・製材工場などの若手職人や社員がアイデアを出し合いながら、新たな木製品の試作や評価・検証

を行い、地域材の一層の活用促進を図るとともに、試作した木製品の商品化を目指す。最終的には域外に

も売れるような商品開発を目標とする。 

 

2 メンバー  

区分 所属 氏名 

研究会メンバー 

丸善木材(株) 鈴木 憲太郎 
得地ファニチャ工業(株) 鈴木 良平 
玉垣木工(株) 田中 大地 
(株)長谷川建築設計事務所 本間 愛理 
(有)熊の家藤戸 藤戸 康平 
釧路市ビジネスサポートセンター 五十部 有紀 

管理・運営 
公益財団法人釧路根室圏産業技術振興センター 瀧本 文一 
釧路市産業振興部農林課 橋場 公彦 
釧路市産業振興部産業推進室 澤田 卓也 

 

3 開催状況 

 ・第 1回 R5.6.13   今後のイベント・取組内容など 

・第 2回 R6.3.7  今年度の事業報告、次年度の取組内容など 

 

4 取組結果 

（1）木製品の開発・試作（R2～継続） 

・成果品 新規 3点 改良 4点 継続 11点 → 別紙写真 

 

（2）イベントへの出展（製品展示・販売、体験、ノベルティ配布、アンケート） 

・R5.8.11～12  RISING SUN ROCK FESTIVAL 2023 in EZO（石狩市） 

・R5.8.18～20  JAPAN ReWOOD（東京都） 

・R5.8.19    別保パークフェス（釧路町） 

・R5.11.3      くしろ子育て応援フェスティバル（釧路市） 

・R5.12.7～10  第 35回台北国際建築建材及び産品展（台湾） 

・R6.1.11～12  WOODコレクション 2024（モクコレ）（東京都） 

・R6.2.21～22  HOKKAIDO WOOD展示交流会（札幌市） 

 

5 令和６年度の計画 

（1）商品企画研究会の開催 

（2）試作品の製作（開発及び昨年度までの試作品の改良） 

（3）イベントへの出展（開発製品の市場性調査） 

  

資料５ 
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【成果品】 
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【木育関連事業】 
 

１．こども遊学館「木のおもちゃをたのしもう！」へ協力 

・日付：令和５年 4月 29日～5月７日 

・概要：GW中にこども遊学館で開催された木育イベント。 

来館者に地域の木に親しんでもらうため、ワークショップ 

及び木製おもちゃの体験会を開催。 

 

 

 

２．「ほっかいどう企業の森林づくり」協定に基づく、 

2年目の植樹会及び木育教室へ協力 

・日付：令和５年５月１６日 

・概要：厚岸町の小学生への木育イベント。 

木育教室としてトドマツ精油の抽出実験や木工作体験の実施。 

 

 

 

 

３．「木育・森づくりフェア」へ協力 

・日付：令和５年１０月１４日～１５日 

・概要：イオンモール釧路昭和で開催された木育イベント。 

来館者に地域の木に親しんでもらうため、木工作体験及び 

木製品等を展示。 

 

 

 

4．小学校５年生向け冊子「釧路の森林と木材」を配布 

・日付：令和５年１１月２８日 

・概要：地元の森林・林業を身近に感じてもらうため、社会科の教材 

として 5年生の児童全員分を用意し、小中学校教頭会議を 

通じて各校へ配布。 

 

 

 

 

 

5．「大人のための木工教室」へ協力 

・日付：令和５年 12月 1日 

・概要：こども遊学館で開催された子育て世代を中心とした大人向け   

木育イベント。 

釧路市の森林や林業・木材産業の概要を参加者へ説明し、 

釧路産カラマツを使用した木製折りたたみイスを製作。 
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6．「親子で楽しむ木工教室」へ協力 

・日付：令和６年 1月１３日 

・概要：こども遊学館で開催された親子向け木育イベント。 

講師のまちまちえんぴつより、森林や林業の概要を参加者へ 

説明し、釧路産カラマツを使用した木製折りたたみイス 

立てを製作。 

 

 

7．「くしろ安心住まいフェア」へ協力 

・日付：令和６年２月３日 

・概要：こども遊学館で開催された住まいに関するイベント。 

木育教室として「木のおうちをつくろう」の体験 
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【道内外向けプロモーション活動（展示会への出展）】 
 

1．「KUSHIRO NATURE CAMP 2023」へ出展 

・日付：令和５年５月３１日(水)～６月４日（日） 

・概要：東京都港区にある「MuSuBu」で開催された釧路市の魅力発信 

ベント。木製品や小物を出品した。 

 

 

 

２．「くしろ霧フェスティバル 2023」へ出展 

・日付：令和５年７月２１日(金)～２３日（日） 

・概要：釧路市幸町緑地・耐震岸壁特設ステージで開催された 

夏のイベント。 

 「ネームサインづくり」の体験を行った。 

 

 

 

3．「RISING SUN ROCK FESTIVAL 2023 in EZO」へ出展 

・日付：令和５年８月１１日(金)～１２日（土） 

・概要：石狩湾新港樽川ふ頭横野外特設ステージで開催された 

で開催された夏のイベント。 

 「折りたたみイス（完売）」や「オペラグラス」のほか、「えんぴつ作り 

ワークショップ」などの物販を行った。 

 

 

 

4．「WOOD COLLECTION 2023「JAPAN ReWOOD」 

へ出展 

・日付：令和 5年 8月 18日(金)～8月 20日(日) 

・概要：東京ビッグサイトで開催された全国的な林業・木材産業イベント。 

「折りたたみイス（完売）」や「オペラグラス」などの物販を行った。 

 

 

 

5．「別保パークフェス」へ出展 

・日付：令和 5年８月１９日(土) 

・概要：釧路町の別保公園で開催された夏のイベント。 

「オペラグラス」や「鹿笛」のほか、「ネームサイン」の物販を行った。 

 

 

 

 

 

６．「くしろ子育て応援フェスティバル 2023」へ出展 

・日付：令和５年 11月 3日(金) 

・概要：釧路フィッシャーマンズワーフ MOOで開催された子育てイベント。 

       「ネームサインづくり」の体験を行った。 
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７．「第３５回台北国際建築建材及び産品展」へ出展 

・日付：令和５年１２月７日（木）～１０日（日） 

・概要：台湾台北市で開催されたバイヤー向け展示会 

 「地域材を使った木刀」や「シマエナガグッズ」のほか 

「木材と自転車のコラボグッズ」等の物販を行った。 

 

 

 

 

８．「WOOD コレクション（モクコレ）2023」へ出展 

・日付：令和６年 1月１１日(木)～１２日(金) 

・概要：東京ビッグサイトで開催された全国的な林業・木材産業イベント。 

丸善木材(株)、厚浜木材加工協同組合、札鶴ベニヤ(株) 

エステー(株)、(株)北都、（一社）摩周湖観光協会 

アカム木工(株)、釧路森林資源活用円卓会議 

（出品協力：真野民芸、(有)熊の家藤戸、釧路観光工芸、 

RIDE’S KoM）にて出店し、釧路発の林業・木材産業の PR 

を行った。 

 

 

9．「HOKKAIDO WOOD」へ出展 

・日付：令和６年２月２１日(水)～２２日(木) 

・概要：札幌市のジョブキタプラザで開催された全道の林業・木材 

産業イベント。 

丸善木材(株)と札鶴ベニヤ(株)とともに、木製品の物販・展示 

を行った。 
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備考

私有林整備 林業振興事業 23,520 23,520 0 0
①森林環境保全整備事業に係る上乗せ助成
②市単独の森林整備助成
③森林作業道補修への助成

林道・林専道の
整備等

林道管理事業 18,821 18,821 0 0 森林整備に資する林道の維持管理委託

その他
（森林整備）

林業振興事業 316 316 0 0
①林業関係職員のスキルアップに向け北海道などが行う研修への参加
②森林整備に活用するドローンの維持経費

担い手確保 林業振興事業 125 125 0 0
道内の多くの市町村が参加し「北海道北の森づくり専門学院」における地域実
習等の支援を行う「北海道林業・木材産業人材育成協議会」へ賛助金を拠出
し、林業・木材産業の担い手の確保を支援する。

林業就業者の育
成

林業振興事業 11,298 11,298 0 0

林業事業体及び林業就業者の育成に関する補助
①高性能林業機械等の導入に対する助成
②林業就業者又は林業事業体用の作業用具等の購入に対する助成
③林業就業者の研修に対する助成

その他
（木材・普及啓
発関係）

地域材利用拡
大・森林整備推
進事業

17,427 17,427 0 0

①公共施設用地域材製品の製作購入
②地域材を活用した木製品開発業務委託
③木製品展示会への参加
④木育教室開催消耗品
⑤林業・木材産業関係者の研修会開催等

基金積立
森林環境整備基
金積立金

7,329 7,329 0 0 次年度以降の森林整備・地域材利活用に向けた積立金

計 78,836 78,836 0 0

参考【令和元年度から令和４年度までの実績】 （千円）

年度 譲与額

令和元年度 29,119

令和２年度 61,878

令和３年度 61,341

令和４年度 78,836

計 152,338

16

43,572 17,769

56,929 135,637

事業総額（積立金除く） 基金積立金

5,919 23,200

7,438 54,440

38,608

(B)うち基金
取崩額（千

円）

(C)うち他の
財源（千
円）

40,228

市内私有林整備・地域材の利用促進・市民への普及啓発に向けた
森林環境譲与税に関する使途状況（令和５年度決算見込）

事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容
(A)+(B)

(A)うち森林
環境譲与税
（千円）
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釧路森林資源活用円卓会議15周年

１０月２６日（土）　・　２７日（日）

（釧路市幸町３－３）

会 期

会 場

くしろ木づなフェスティバル
2024年（令和6年）

前回2019年（令和元年）11.9・10開催時、来場者数：4,120名

写真：2019年（令和元年）の開催ポスター

釧路市観光国際交流センター　全館

出展案内 ・・・ ５月頃を予定しています。

主　　　催 ・・・ くしろ木づなフェスティバル実行委員会
（釧路市・釧路森林資源活用円卓会議）

資料9
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※写真は2019年（令和元年）開催時のものです。

※参考　2019年（令和元年）開催時の出展企業・団体一覧

■開催概要
　　【テーマ】　　森と共にくしろの未来～つなげる「木づな」 15周年～
　　【会　期】　　2024年（令和6年）10月26日（土）～27日（日）　10:00-16:00　（最終日のみ15:00まで）
　　【会　場】　　釧路市観光国際交流センター　（釧路市幸町３－３）
　　【主　催】　　くしろ木づなフェスティバル実行委員会　（釧路森林資源活用円卓会議、釧路市）

■開催趣旨

指した様々な取り組みをしてきました。
今回で３回目となる「くしろ木づなフェスティバル」において、釧路の皆様に、釧路の森林と木材のこれまでの成果を知

っていただくとともに、木を見て・触れて・感じる体験を通して、森林の未来を共に創造していきたいと考えています。

釧路市有林をはじめとした市内の森林資源の活用策を検討するため、釧路の林業・木材産業関係者、工務店、設計
士、エンドユーザー、研究者、行政など、木材供給側から需要側までの幅広い関係者による「釧路森林資源活用円卓

 会議が2010年（平成22年）に組織され、2024年（令和6年）で15年目を迎えます。
その間、国では、国民一人一人が等しく負担を分かち合って森林を支える仕組みとして「森林環境税」が創設され、間

伐などの森林整備や人材育成・担い手確保、木材利用の拡大・普及活動などに有効に活用されております。
これまで、円卓会議での議論をもとに、「くしろ木づなプロジェクト」を展開し、「地域内での、地域の木材消費向上」を目

屋外イベント会場

林業機械展示、チェンソーアート実演

薪割り、焚火、ストーブ展示、飲食屋台など

17 
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令和６年度事業イベント等実施スケジュール（案）
取組内容 場所 ※備考

上旬

中旬

円卓会議総会 釧路市交流プラザさいわい

木のおもちゃであそぼう！ 釧路市こども遊学館 主催：こども遊学館

上旬 木づなフェスティバル出展者募集

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬 実行委員会③

中旬

下旬 湖畔幼稚園

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬 木づなフェスティバル出展者会議

上旬

中旬

実行委員会④

木づなフェスティバル 釧路市観光国際交流センター

上旬

中旬 木育・森づくりフェア イオンモール釧路昭和 主催：釧路町村会等

下旬 釧路子育て応援フェスティバル

上旬 木育教室(釧路こども遊学館・大人向け) 釧路市こども遊学館

中旬 じもと×しごと発見フェア 釧路市観光国際交流センター
主催：北海道
共同出展：担い手協議会

下旬 道産材販路拡大協議会 主催：北海道

上旬 木育教室(釧路こども遊学館・親子向け) 釧路市こども遊学館

中旬

下旬 WOODコレクション2024(展示会) 東京ビッグサイト 主催：東京都

上旬 くしろ安心住まいフェア 釧路市こども遊学館 主催：釧路総合振興局

中旬 メイドインクシロ

下旬

上旬 新規高等学校卒業予定者等企業説明会 釧路市観光国際交流センター
主催：教育局等
共同出展：担い手協議会

中旬

下旬 道新就活・転職フェア(春) 釧路市観光国際交流センター 主催：北海道新聞　対応：共同出展

※時期・内容は現段階の計画であり、今後変更になる可能性もあります。

8月

1月

月日

4月

5月

6月

7月

下旬

下旬

3月

9月

11月

12月

2月

10月
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【市有林におけるクリーンラーチ導入の取組】 

1．クリーンラーチでゼロカーボン 

 音別地区において道の事業「クリーンラーチでゼロカーボン」の取組でR5年度に

2.26ha植栽しています。隣接地にカラマツコンテナ 1.92ha、カラマツ裸苗0.76ha

植栽しており、R6夏からR10秋まで年2回の状況調査や区画調査を行います。 

 

2.クリーンラーチの森造成事業に関する協定 

 

釧路市は北海道釧路総合振興局と、令和6年3月 19日、「クリーンラーチの森」造成

事業に関する協定に調印しました。 

 クリーンラーチを市有林に毎年5haずつ、10年間で概ね50haの植栽を行います。 

同品種の集団的な植栽は全国初の取組となります。 

資料11 
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(A)+(B)

(A)うち令和
６年度の森
林環境譲与
税（千円）

(B)うち基金
取崩額
（千円）

(C)うち他の
財源

（千円）

私有林整備 林業振興事業 57,705 57,705 0 0

私有林における間伐等の森林整備・作業道整備に対する補助
①森林環境保全整備事業等実施に係る上乗せ助成
②市単独の森林整備助成
③森林作業道補修への助成
④エゾシカ森林被害防止対策への助成

林道・林専道
の整備等

林道管理事業 19,529 19,529 0 0
森林整備の促進に必要な既設林道等を委託により巡視し、状況把握を
行い、路網の維持改善を図る。

その他
（森林整備）

林業振興事業 714 714 0 0
①林業関係職員のスキルアップに向け北海道などが行う研修への参加
②森林整備に活用するドローンの維持経費

担い手確保 林業振興事業 125 125 0 0
道内の多くの市町村が参加し「北海道北の森づくり専門学院」におけ
る地域実習等の支援を行う「北海道林業・木材産業人材育成協議会」
へ賛助金を拠出し、林業・木材産業の担い手の確保を支援する。

林業就業者の
育成

林業振興事業 26,900 6,900 20,000 0

林業事業体及び林業就業者の育成に関する補助
①高性能林業機械等の導入に対する助成
②林業就業者又は林業事業体用の作業用具の購入に対する助成
③林業就業者の研修に対する助成

その他
（木材・普及
啓発関係）

地域材利用拡
大・森林整備
推進事業

42,274 22,393 19,881 0

①公共施設用地域材製品の製作購入
②地域材製品開発業務の委託
③木製品展示会への参加
④木育教室の開催
⑤普及啓発用パンフレットの作成
⑥林業・木材産業関係者の研修会開催等

合計 147,247 107,366 39,881 0

森林環境譲与税を財源とした釧路市における
林業・木材産業の課題解決に向けた取組に係る予算措置状況（令和６年度）

事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容

21
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